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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信端末であって、
　前面と背面とを有し、前記前面にイヤーピースを含むハウジングと、
　前記ハウジング内に配置された電子回路と、
　前記ハウジング内で、前記電子回路と離隔して配置され、前記イヤーピースを介して音
響を出力する受話用のフラットパネル・スピーカーと、
　前記フラットパネル・スピーカーと隣接して配置され、前記背面に向かって指向する内
部アンテナと、
を備え、
　前記電子回路は、前記ハウジングの前記前面と、前記フラットパネル・スピーカー及び
前記内部アンテナとの間に位置することを特徴とする無線通信端末。
【請求項２】
　前記フラットパネル・スピーカーは、前記内部アンテナと一体化されていることを特徴
とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項３】
　前記フラットパネル・スピーカーと前記内部アンテナとは、共通の基板の第１の主面に
位置する導電性部材をそれぞれ備えることを特徴とする請求項２に記載の無線通信端末。
【請求項４】
　前記内部アンテナは、平面アンテナであることを特徴とする請求項１に記載の無線通信
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端末。
【請求項５】
　前記ハウジングは、イヤーピースとキーボードとを該ハウジングの前面に含むことを特
徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項６】
　前記電子回路はプリント回路基板を備え、
　前記無線通信端末は更に、前記フラットパネル・スピーカーから前記イヤーピースへ伸
びる前方音響経路を備え、該前方音響経路は、前記フラットパネル・スピーカーに隣接す
る前記プリント回路基板を通過して伸びる少なくとも一つの音響開口を備えることを特徴
とする請求項５に記載の無線通信端末。
【請求項７】
　前記内部アンテナは、前記プリント回路基板と前記フラットパネル・スピーカーとの間
に位置し、前記前方音響経路は更に、前記内部アンテナを通過して伸びる少なくとも一つ
の音響開口を備えることを特徴とする請求項６に記載の無線通信端末。
【請求項８】
　前記電子回路は、信号伝送路と接地面とを有するプリント回路基板を備え、前記内部ア
ンテナは、前記信号伝送路と前記接地面と動作可能に結合することを特徴とする請求項１
に記載の無線通信端末。
【請求項９】
　前記電子回路は、前記フラットパネル・スピーカーとバランス伝送路を介して結合され
る音声駆動回路を含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項１０】
　前記バランス伝送路は複数のリードを備え、前記電子回路は更に、前記バランス伝送路
の各リード上にＲＦ分離回路を備えることを特徴とする請求項９に記載の無線通信端末。
【請求項１１】
　前記ＲＦ分離回路は、タンク回路を備えることを特徴とする請求項１０に記載の無線通
信端末。
【請求項１２】
　前記ＲＦ分離回路は、インダクタを備えることを特徴とする請求項１０に記載の無線通
信端末。
【請求項１３】
　前記フラットパネル・スピーカーは、前記内部アンテナの寄生要素として作用するよう
に構成されることを特徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項１４】
　前記フラットパネル・スピーカーは、前記内部アンテナに低周波数領域における周波数
応答を与える寄生要素として作用するように構成されることを特徴とする請求項１３に記
載の無線通信端末。
【請求項１５】
　前記フラットパネル・スピーカーは、前記内部アンテナに拡大された帯域幅における周
波数応答を与える寄生要素として作用するように構成されることを特徴とする請求項１３
に記載の無線通信端末。
【請求項１６】
　前記フラットパネル・スピーカーは、前記内部アンテナにマルチバンド周波数応答を与
える寄生要素として作用するように構成されることを特徴とする請求項１３に記載の無線
通信端末。
【請求項１７】
　前記内部アンテナは、平面逆Ｆアンテナ（ＰＩＦＡ）を含むことを特徴とする請求項１
に記載の無線通信端末。
【請求項１８】
　前記内部アンテナは、単一接点パッチ・アンテナを含むことを特徴とする請求項１に記
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載の無線通信端末。
【請求項１９】
　前記内部アンテナは、モノポール・アンテナを含むことを特徴とする請求項１に記載の
無線通信端末。
【請求項２０】
　前記電子回路は、
　複数のリードを備えるバランス伝送路を介して前記フラットパネル・スピーカーと結合
される音声駆動回路と、
　前記内部アンテナと通信するアンテナ駆動回路と、
　前記音声駆動回路及び前記アンテナ駆動回路と通信する信号補償回路と
を備え、
　前記内部アンテナが送信モードにある場合に、前記信号補償回路は前記音声駆動回路か
ら前記フラットパネル・スピーカーへの信号を補償することを特徴とする請求項２に記載
の無線通信端末。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信の分野にかかわる。より詳細には、アンテナとそれを含む無線通信端末と
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯無線電話機のような個人用電子装置の製造者や設計者は、装置の魅力的な様式的特
徴を維持しつつも、装置の全体的規模を縮小するための方法をしばしば模索している。ス
ピーカーを含むそのような装置のサイズ縮小の結果の一つは、スピーカーのためのスペー
スの縮小である。その上で、そのような個人用電子装置には、ブザー、音声信号生成、及
び、音楽や他の高周波数帯域信号の復元や再生の少なくともいずれかを含めて、様々な音
声信号生成機能が求められるであろう。
【０００３】
　音声信号生成機能をサポートするハードウェアが利用可能なスペースが、個人用電子装
置内で縮小するにつれ、複数の音声出力装置をサポートすることがより困難となり、また
、そのような各装置が利用可能なスペースもより小さくなるであろう。更に、そのような
個人用電子装置における機能の増加により、装置の他の機能のためのスペースの縮小が更
に求められることとなるであろう。音声出力装置のサイズの縮小により、ブザー警告信号
のような信号について、所望の音量レベルを得ることが困難となるかも知れない。
【０００４】
　個人用電子装置のサイズの縮小要求を満たす一つの方法は、従来的なスピーカーの代わ
りにフラットパネル・スピーカーを利用することである。フラットパネル・スピーカーは
、従来のコーン型のパネルとは異なり、大きく薄い導電性のダイアフラム・パネルを利用
して空気を振動させる。これにより、必要とされるスペースを小さくできる。
【０００５】
　これとは別に、無線通信端末の内部に搭載されるアンテナとして利用可能な小型アンテ
ナへの関心も存在する。例えば平面逆Ｆアンテナ（ＰＩＦＡ）は、無線通信端末の分野に
おける利用に適するものであり、特に大型ディスプレイの要求の一方で小型化がなされる
無線通信端末に適する。従来のＰＩＦＡは、典型的に接地面と間隙をあけて配置される導
電性素子を含む。典型的なＰＩＦＡは、特許文献１及び特許文献２に開示される。これら
の文献は引用により本明細書の記載に組み込まれる。
【０００６】
　従来、ＰＩＦＡの構成は、特許文献３に記載されるような枝構造を有していた。また、
ＰＩＦＡは効率的に放射を行うために、接地面から適切な距離、典型的には約５ｍｍから
１０ｍｍの距離を置いて配置されていた。非特許文献１は、デュアル周波数ＰＩＦＡのた
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めにトップパッチ（top patches）を潜在的に放射する技術が開示されている。この内容
は、引用により本明細書の記載に組み込まれる。
【特許文献１】米国特許第６，１６６，６９４号明細書
【特許文献２】米国特許第６，３５３，４４３号明細書
【特許文献２】米国特許第５，９２６，１３９号明細書
【非特許文献１】キン・リュー・ウォン(Kin-Lu Wong)著、「無線通信のための平面アン
テナ（Planar Antennas for Wireless Communications）」第１章、ｐ．４（Ｗｉｌｅｙ
　２００３年１月）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の内容にかかわらず、依然として改良された或いは代替可能なスピーカ及びアンテ
ナ構成が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態は、通信装置及び無線通信端末装置のための内部アンテナ及びフラッ
トパネル・スピーカーを提供する。本発明の実施形態には、一体化された平面アンテナと
フラットパネル・スピーカーとが含まれる。よって、例えば、平面アンテナとフラットパ
ネル・スピーカーとを、共通の基板上に形成することができる。
【０００９】
　幾つかの実施形態は、アンテナのサブアセンブリに関連する。アンテナのサブアセンブ
リは、（ａ）平面アンテナと（ｂ）該平面アンテナと一体化されたフラットパネル・スピ
ーカーとを含む。ある実施形態では、フラットパネル・スピーカーは、該平面アンテナの
寄生要素として作用するように構成される。従って、例えばフラットパネル・スピーカー
は、平面アンテナ単独の周波数応答と比較して、低周波数領域における周波数応答、拡大
された帯域幅における周波数応答、及びマルチバンド周波数応答の少なくともいずれかを
平面アンテナに対して与えるように構成することができる。
【００１０】
　他の実施形態は、無線通信端末に関連する。この無線通信端末は、（ａ）ハウジング、
（ｂ）ハウジング内に配置された電子回路、（ｃ）ハウジング内で電子回路の裏面に隣接
して位置するフラットパネル・スピーカー、（ｄ）ハウジング内で、電子回路の裏面にフ
ラットパネル・スピーカーと隣接して位置する内部アンテナを含む。ある実施形態では、
平面アンテナとフラットパネル・スピーカーとは、電子回路の同一の側で、同一の場所に
互いに隣接して位置するだけであるが、他の実施形態では、それらが共通体として一体化
されるか、又は、基板に一体化される。
【００１１】
　特定の実施形態では、無線通信端末のハウジングは、イヤーピースとキーボードとをそ
の前面に含む。電子回路はハウジングの前面とフラットパネル・スピーカーとの間に位置
する。そのような実施形態では、ゆえに、無線通信端末は更に、フラットパネル・スピー
カーからイヤーピースへ伸びる前方音響経路を含み、また、該前方音響経路は、フラット
パネル・スピーカーに隣接する電子回路を通過して伸びる少なくとも一つの音響開口を含
む。
【００１２】
　ある実施形態では、無線通信端末の電子回路はフラットパネル・スピーカーと通信する
音声駆動回路を含む。他の実施形態では、音声駆動回路は、フラットパネル・スピーカー
とバランス伝送路を介して結合される。更に他の実施形態では、バランス伝送路は複数の
リードを含み、各リード上にはＲＦ分離回路を含む。従って、バランス伝送路は、例えば
タンク回路及びインダクタの少なくともいずれかを各リード上に含むことができる。
【００１３】
　以下において、これら及び他の実施形態を更に記述する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下において、本発明の実施形態を示す添付の図面を参照して、本発明をより詳細に記
述する。しかしながら、本発明は、ここで説明する実施形態のみに限定されるものとして
解釈されるべきではない。むしろ、これらの実施形態は、本開示が完璧かつ完全となるよ
うに、また当業者に本発明の範囲を十分に伝えるように提供されている。全体を通じて、
類似の番号は類似の要素を指す。ここでは所定のアンテナの実施形態について説明してい
るが、あるアンテナの動作に関する実施形態は他のアンテナにも適用可能であることは当
然に理解されよう。
【００１５】
　図面では、配線、レイヤー、特徴、構成要素及び領域の少なくともいずれかの厚みが、
明確化のために誇張されることがある。そのようなレイヤー、領域或いは基板のような特
徴が、別の特徴或いは要素の「上に」あると言う場合は、その別の要素の直接上にあって
も、介在要素が存在していてもよいことを理解されたい。その一方で、ある要素が別の特
徴或いは要素の「直接上に」あるという場合は、介在要素は存在しないこととなる。また
、ある特徴や要素が別の特徴又は要素に「接続」または「結合」されていると言うとき、
その別の要素に直接に接続、または結合されていても、介在要素が存在していてもよいこ
とを理解されたい。これに対して、ある特徴又は要素が別の特徴又は要素に「直接接続」
または「直接結合」されていると言うとき、介在要素は存在しない。しかしながら、基板
上のコーティング層やフィルム層の存在は、導電性材料が、基板上のコーティングやフィ
ルムの上からであっても該基板上に「直接に形成される」ことを除外するものではない点
には注意されたい。
【００１６】
　また、「備える（"comprising"又は"comprise"）」及びその派生語は、記載された特徴
、動作、数値、構成要素、工程などの存在を表す一方で、１以上の代替物或いは異なる特
徴、数値、工程、構成要素又はグループの存在及びそれらの追加を除外或いは排除するも
のではない。
【００１７】
　本書面において“無線端末”との語が使用される場合、マルチラインディスプレイを有
する（又は有しない）携帯無線電話、データ処理機能、ファクシミリ機能及びデータ通信
機能を携帯電話機と結合したところの個人用通信システム（Personal Communications Sy
stem:PCS）端末、無線通信端末機能、ページャー機能、インターネット／イントラネット
接続機能、ウェブブラウザ機能、オーガナイザー機能、カレンダー機能及びＧＰＳ受信機
能の少なくとも何れかを含むことのできるＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、及び
、従来的なラップトップ及びパームトップ型受信機、或いは無線通信送受信器を有するそ
の他の機器の少なくとも何れか、のうち少なくとも何れかを含む概念として使用されるこ
とは、理解されるべきである。無線通信端末は、「普及型コンピューター(pervasive com
puting)」装置とも呼ばれても良く、また、携帯型無線通信機器を含む移動体端末であっ
てもよい。「携帯型無線通信機器」（これは同義的に「移動体無線通信端末」と呼ぶこと
もできる。）は、移動体電話機、ページャー及びコミュニケーターのような全ての携帯型
機器を含み、スマートフォン、電子オーガナイザー等も含まれるが、これらに限定される
ものではない。
【００１８】
　アンテナが電気信号の送信及び受信の少なくともいずれかを行うために利用される装置
であることは、通信装置の当業者によれば、直ちに理解されよう。送信時には、アンテナ
は、伝送路からエネルギーを受け、このエネルギーを空間内に放射する。受信時には、ア
ンテナは入射波からエネルギーを収集し、このエネルギーを伝送路に供給する。アンテナ
から放射される電力量及びアンテナが受信する電力量は、一般的には利得として記載され
る。
【００１９】
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　本発明の実施形態は、添付図面を参照して以下により詳細に記述される。図１は、無線
通信端末１００の分解斜視図である。図示されるように、無線通信端末１００は、前面１
１０ｆ及び背面１１０ｂを含み、これらは結合して無線通信端末１００の携帯型ハウジン
グを規定する。無線端末１００は、電子回路１２０、フラットパネル・スピーカー１３０
及び内部アンテナ１４０を含み、これらは、ハウジング内に配置される。内部アンテナ１
４０は典型的には平面アンテナ１４０であって、ＰＩＦＡ、単一接点パッチアンテナ(sin
gle-contact patch antenna)又はモノポール・アンテナとして構成される。以下の幾つか
の実施形態では平面逆Ｆアンテナ（ＰＩＦＡ）について記載するが、ここでのアンテナは
技術用語としての厳密な「平面性」を有していなくてもよいが、平面逆Ｆアンテナと呼ぶ
こととする。
【００２０】
　更に、無線通信端末１００の電子回路１２０は、信号伝送路(signal feed、以下同じ)
と接地面とを有するプリント回路基板（ＰＣＢ）を備え、平面アンテナ１４０はＰＣＢの
信号伝送路と接地面と動作可能に結合される。「接地面」との語を本出願において利用す
るが、この「接地面」との語は、平面形態を有するものを意味する概念に限定されること
はない。例えば、「接地面」はストリップ形状や他の形状であっても良いし、合理的な大
きさを有することができる。また、シールドカンや他の金属製オブジェクトのような非平
面構造を含んでも良い。
【００２１】
　図１に示すように、ハウジングの前面１１０ｆは、イヤーピース１１５とキーパッド１
１７とを含む。電子回路１２０はハウジングの前面１１０ｆと背面１１０ｂとの間に配置
される。フラットパネル・スピーカー１３０及び平面アンテナ１４０は、両方が、電子回
路１２０ｂとハウジングの背面１１０ｂとの間に位置するようにハウジング内で保持され
る。フラットパネル・スピーカー１３０及び平面アンテナ１４０は、図示するように、独
立の基板上に配置されていてもよく、或いは、後段で更に記述するように、例えば共通の
基板を利用して一体的化されていても良い。適所において、イヤーピース１１５は、音響
信号／音をスピーカーからユーザーに対して出力する。
【００２２】
　図２Ａから図２Ｃは、従来的なフラットパネル・スピーカー１３０の平面図、底面図及
び側面図を示す。図示されるように、フラットパネル・スピーカー１３０は実質的に平面
的な構成要素であって、導電性パターン１３０ｐ、電子回路１２０と通信するためのリー
ド１３５、１３７、入力信号に対する音響応答を与える薄型ダイアフラム・パネル要素１
３９を備える。ダイアフラム要素１３９は、分割されたダイアフラムパネルであってもよ
いし、或いは、圧電セラミックのような圧電式電気材料であってもよい。なお、本明細書
では「リード」及び「トレース」の語は、電気的な経路を表現する語として同義的に用い
る。
【００２３】
　個人用電子装置での使用のために構成された典型的なフラットパネル・スピーカーは、
パナソニックから供給され、ミネソタ州シーフリバーフォールズのＤｉｇｉＫｅｙにより
流通されている「カードタイプ・スピーカー」と呼ばれるものである。この製品番号は、
ＷＭ Ｒ０３Ｂとなっている。パナソニックのカードタイプ・スピーカーは、極めて薄く
、軽い圧電セラミックの分割ダイアフラムを有する点に特徴がある。低周波音用の１つの
大型スピーカーと、高周波音用の４つの小型スピーカーを結合させた、分割ダイアフラム
による２ウェイ機構は、広周波数帯域における音声再生を可能とするものである。更に、
湿気、塵、腐食から保護するために、振動膜に高分子コーティングによるカバーを施すこ
とができる。
【００２４】
　図３Ａから図３Ｄは、電子回路１２０及び平面アンテナ１４０に対するフラットパネル
・スピーカー１３０の典型的な配置例を示す。図示されるように、フラットパネル・スピ
ーカー１３０と平面アンテナ１４０とは、互いに隣接するようにして電子回路１２０の裏
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面１２０ｂ上に配置される。この位置決めにより、少なくとも一つの音響開口(acoustic 
aperture)をＰＣＢ又は電子回路内に形成して、フラットパネル・スピーカー１３０から
電子回路１２０の前面１２０ｆへ伸び前方音響経路(forward acoustic passageway、以下
同じ)３０５を規定することができる。このようにして、動作時の音響的干渉を減少させ
るために音響出力をイヤーピース（図１の１１５）へガイドするには、少なくとも、電子
回路１２０を通って伸びるような一つの音響開口１２５を形成することができる。音響出
力の方向は、図３Ａから図３Ｄにおいて、点線矢印により示されている。この場合、平面
アンテナ１４０は、図３Ｃに示されるようにフラットパネル・スピーカー１３０と電子回
路１２０との間に配置され、平面アンテナ１４０を通過して伸びる少なくとも一つの音響
開口１４５が更に形成される。前方音響経路３０５の方向は、フラットパネル・スピーカ
ー１３０から電子回路１２０を通過して伸びる点線矢印により示される。無線通信端末は
また、不図示の封入された音響チャネル（enclosed acoustic chanel）を含むことができ
、これは信号の明瞭性を改善するために音響出力をガイドするのに利用されても良い。
【００２５】
　図３Ａに示されるように、フラットパネル・スピーカー１３０はアンテナ１４０とは独
立した構成要素であって、平面アンテナ１４０と電子回路１２０との間で平面アンテナ１
４０に隣接するように配置される。図３Ｂでは、図８及び図９を参照して更に説明するよ
うに、フラットパネル・スピーカー１３０が平面アンテナ１４０と一体化され、一体化フ
ラットパネル・スピーカー／平面アンテナ８００が生成されている。
【００２６】
　図３Ｃ及び図３Ｄでは、フラットパネル・スピーカー１３０を、横方向、或いは、横断
方向のギャップスペース１３１により、平面アンテナ１４０に対してオフセット可能な例
を示している。平面アンテナ１４０は、図３Ｃに示されるようにフラットパネル・スピー
カー１３０と電子回路１２０との間に配置されてもよい。また、図３Ｄは、フラットパネ
ル・スピーカー１３０が、平面アンテナ１４０と電子回路１２０との間に配置され、平面
アンテナ１４０に対して下又は上（不図示）において長さ方向にオフセットされてもよい
。更に、図示してはいないが、平面アンテナ１４０をフラットパネル・スピーカー１３０
により近づけて、長さ方向にオフセットを設けて配置することもできる。ここで「隣接し
た（proximate）」との語は、フラットパネル・スピーカー１３０と平面アンテナ１４０
とが、フラットパネル・スピーカー１３０の一部が平面アンテナ１４０と重なり合う、或
いはその逆となるように、ハウジング内で電子回路１２０の共通の側で空間的に位置あわ
せされていることを意味する。
【００２７】
　フラットパネル・スピーカー１３０を平面アンテナ１４０に対し、位置決めし、構成し
、或いは、電気的接続することにより、フラットパネル・スピーカー１３０を、所定の周
波数範囲における平面アンテナ１４０の寄生素子として機能させるように構成できる。図
４Ａから図４Ｃは、本発明の様々な実施形態に対応する平面アンテナ１４０の典型的な周
波数応答の例を示している。このグラフは、電圧定在波比（ＶＳＷＲ）を表している。Ｖ
ＳＷＲは、無線通信端末のような通信装置の、伝送路或いは送信線路に対するアンテナ供
給点のインピーダンス整合に関連する。無線周波数エネルギーを最小損失で放射するため
、或いは、受信したＲＦエネルギーを無線通信端末受信器に最小損失で転送するためには
、無線通信端末アンテナのインピーダンスは、伝送路又は供給点のインピーダンスと月並
みに整合しなければならない。従来の無線通信端末では、内部のプリント回路基板上に配
置された信号処理回路と動作可能に関連づけられる送受信器と電気的に接続されるアンテ
ナが典型的には採用される。アンテナと送受信器との間の電力伝達(power transfer)を増
加させるために、送受信器及びアンテナが、それぞれのインピーダンスが実質的に整合す
るように、即ち、好ましくないアンテナインピーダンス素子を補償して、５０オーム（Ω
）（或いは、好ましい）のインピーダンス値を供給点において与えるように電気的に調整
されるように、相互接続されても良い。
【００２８】
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　図４Ａから図４Ｃでは、点線４１０は、フラットパネル・スピーカー１３０とは独立に
動作する平面アンテナ１４０の周波数応答のシミュレーション結果を示しており、このと
き平面アンテナ１４０はフラットパネル・スピーカー１３０からの影響を実質的に受けて
いない。実線４２０ａから４２０ｃは、フラットパネル・スピーカー１３０が寄生要素と
して構成された場合の、該フラットパネル・スピーカー１３０から影響を受けた平面アン
テナ１４０の周波数応答の変化を示している。図４Ａに示されるように、平面アンテナ１
４０により低い周波数範囲で周波数応答４２０ａを与えるように、フラットパネル・スピ
ーカー１３０を平面アンテナ１４０（図１）に対して構成、或いは位置決めすることがで
きる。図４Ｂは、フラットパネル・スピーカー１３０を、周波数応答４２０ｂの帯域幅を
拡大させるように構成することができる。その一方、図４Ｃに示すように、フラットパネ
ル・スピーカー１３０をマルチバンド周波数応答４２０ｃを与えるように構成することが
できる。
【００２９】
　図５及び図６は、本発明の実施形態に対応する、電子回路１２０（この電子回路１２０
は、点線の枠で示される）の典型的な構成要素と、該構成要素と平面アンテナ１４０及び
フラットパネル・スピーカー１３０の少なくともいずれかとの接続例を示す。図５に示さ
れるように、電子回路１２０は平面アンテナ１４０との電気的通信においてアンテナ駆動
回路１２２を、フラットパネル・スピーカー１３０との電気的通信において音声ドライバ
回路１２７を含むことができる。音声ドライバ回路１２７をフラットパネル・スピーカー
１３０と結合する際の典型的な信号補償技術は、図６及び図７Ａから図７Ｃを参照して、
後述する。
【００３０】
　図６に示されるように、電子回路１２０は更に信号補償回路１２８を含むことができる
。動作時において、信号補償回路１２８はアンテナの送信モード、即ち、伝送路からエネ
ルギーを受け、そのエネルギーを空間に放射する場合を検出する。送信が検出された間、
信号補償回路１２８は音声ドライバ回路１２７からフラットパネル・スピーカー１３０へ
の信号を補償し、フラットパネル・スピーカー１３０との通信におけるノイズを抑制する
。信号補償回路１２８は、当業者には良く知られたハードウェア構成要素及びソフトウェ
ア構成要素の少なくともいずれかを含む、好適な信号処理回路であればいずれであっても
よい。
【００３１】
　図７Ａから図７Ｃは、フラットパネル・スピーカー１３０とバランス伝送路により結合
される電子回路１２０の音声ドライバ回路１２７の例を示す。ここで、「バランス伝送路
」との語は、当業者には良く知られているように、信号電圧とグランド電圧用のリードで
はなく、差分信号を正電圧、負電圧を有するリードを介して送信するものをいい、無線通
信端末の内部で生成されるノイズ、或いは、外来ノイズの影響を減少させるために用いら
れる。
【００３２】
　図７Ａに示されるように、フラットパネル・スピーカー１３０のリード１３５、１３７
は、音声駆動回路１２７と直接に接続されても良い。また、図７Ｂ及び図７Ｃに示される
ように、ＲＦ分離回路１３５Ｒ、１３７Ｒは、リード１３５、１３７上にそれぞれ配され
るインダクタ７１０、７１５、またはリード１３５、１３７上にそれぞれ配されるタンク
回路７２０、７２５を備え、音声駆動回路１２７とフラットパネル・スピーカー１３０と
を結合するために用いられても良い。なお、当業者には公知なように、他のＲＦ分離回路
の構成を用いても良い。
【００３３】
　図８Ａに示されるように、発明の所定の実施形態にはフラットパネル・スピーカー１３
０と一体化、或いは統合された平面アンテナ１４０（ここでは、統合装置８００という）
が含まれる。「一体化された」或いは「統合された」との語は、フラットパネル・スピー
カー１３０と平面アンテナ１４０とが、少なくとも平面アンテナ１４０の一部がエッチン
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グ処理、プリント処理或いは、他の形成処理により、フラットパネル・スピーカー１３０
を形成する基板に付属するか、或いは、該基板により支持されるように、結合されること
を意味する。基板８００ｓは、単一のレイヤー又は複数のレイヤーを含んでいても良い。
【００３４】
　図８Ａは、平面アンテナ１４０の導電性素子１４０ｅが、フラットパネル・スピーカー
１３０の導電性パターン１３０ｐと同様に、フラットパネル・スピーカー１３０本体１３
０ｂの第１の主面上に形成される様子を示している。図８はまた、統合フラットパネル・
スピーカー／平面アンテナ要素８００上の、アンテナ・リード８０１、８０２（即ち、グ
ランド及び信号経路）及びフラットパネル・スピーカー・リード１３５、１３７を示す。
【００３５】
　図８Ｂは、図８Ａに示す典型的な統合フラットパネル・スピーカー／平面アンテナ要素
８００の断面図である。図に示されるように、フラットパネル・スピーカーの導電性パタ
ーン１３０ｐ及びダイアフラム要素１３９は、単一のレイヤー基板８００ｓの第１及び第
２の主面に形成されている。アンテナ導電要素１４０ｅは、同一基板８００ｓの第１の主
面に形成されている。
【００３６】
　図９Ａから図９Ｅは、単一（図８及び図９Ａ）又は複数（図９Ｂから図９Ｅ）の材料層
で形成される基板８００ｓを示す。典型的には、レイヤー９１０、９２０及び９３０の少
なくともいずれかは、平面アンテナ１４０及びフラットパネル・スピーカー１３０を規定
する導電性部分を含む非導電性材料からなる。レイヤー９１０、９２０及び９３０の少な
くともいずれかは薄膜又は他の基板レイヤーであって、典型的には５ｍｍ厚よりも薄く、
より好適には１ｍｍよりも薄く、更に好適には０．２～０．５ｍｍ厚であってもよい。図
９Ａは、ダイアフラム要素１３９の振動を可能とするためのカットアウト或いはスペース
１３０ｃを含む、単一のレイヤー９１０としての基板８００ｓを示す。なお、当該基板が
柔軟な材料でできている実施形態では、カットアウト１３０ｃは不要となるかも知れない
。図に示されるように、アンテナ導電性要素１４０ｅは、材料層９１０の第１の主要面上
に形成され、スピーカー導電性パターン１３０ｐは、第２の主面上に形成されても良い。
【００３７】
　図９Ｂ及び図９Ｃは、レイヤー９１０及び９２０の２層からなる基板８００ｓを示し、
そこでは、アンテナ導電性要素１４０ｅが、第１レイヤー９１０の第１の主面上に形成さ
れている。図９Ｂは、第２レイヤー９２０の第１の主面上に形成されたスピーカー導電性
パターン１３０ｐを示し、図９Ｃは、第２レイヤー９２０の第２の主面上に形成されたス
ピーカー導電性パターン１３０ｐを示している。図９Ｂと図９Ｃはまた、カットアウト１
３０ｃにより、ダイアフラム要素１３９の振動が可能となる様子を示している。図９Ｂに
示されるように、カットアウト１３０ｃは、ダイアフラム要素１３９の上下に伸び、両方
向における動きを許容する構成となっている。図９Ｂは更に、第２レイヤー９２０を通っ
て、第２レイヤー９２０の第２の主面にまで伸び、音響信号の伝搬を可能とする音響開口
１３０ａを示している。
【００３８】
　図９Ｄ及び図９Ｅは、レイヤー９１０、９２０及び９３０の３層からなる基板８００ｓ
を示し、ここではアンテナ導電性要素１４０ｅが第１レイヤー９１０の第１の主面に形成
されている。図９Ｄでは、スピーカー導電性パターン１３０ｐが第３レイヤー９３０の第
１の主面上に形成され、図９Ｅでは、スピーカー導電性パターン１３０ｐが第３レイヤー
９３０の第２の主面上に形成されている。図９Ｄ及び図９Ｅはまた、ダイアフラム要素１
３９の振動を可能とするカットアウトと１３０ｃを示しており、図９Ｄでは、ダイアフラ
ム要素１３９の上下にカットアウト１３０ｃが伸びている。図９Ｄは更に、第３レイヤー
９３０を通って、第３レイヤー９３０の第２の主面にまで伸び、音響信号の伝搬を可能と
する音響開口１３０ａを示している。
【００３９】
　以上、本発明の実施形態に対応するアンテナを無線通信端末に関して記載したが、本発
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明の実施形態はかかる構成に限定されるものではないことは理解されよう。例えば、本発
明の実施形態に対応するアンテナは、無線通信信号の送信或いは受信のみを行う無線通信
端末内においても利用可能である。例えば、従来のＡＭ／ＦＭラジオやアンテナを利用す
るあらゆる受信機は、通信信号を単に受信するだけである。また、遠隔データ入力装置は
、通信信号を単に送信するだけである。
【００４０】
　図面及び明細書において本発明の実施形態を記載したが、これらにおいて採用された特
定の用語は、一般的、かつ記述的意味においてのみ利用されたものであって、発明の内容
を限定する目的を有するものではない。本発明の範囲は、特許請求の範囲において説明さ
れるものである。よって、上記説明は本発明の例示であって、本発明を限定するものとし
て解釈すべきではない。本発明の幾つかの典型的な実施形態について記述しているが、本
発明の新規な技術や利点から実質的に逸脱することなく、係る実施形態を様々に修正可能
な点は、当業者であれば直ちに理解するであろう。従って、特許請求の範囲に記載される
本発明の範囲内に、そのような修正が包含されることは当然に意図されたものである。特
許請求の範囲において、ミーンズ・プラス・ファンクション的な表現が使われる場合、説
明に係る機能を実現するために本明細書で記述された構造、及び、その構造的な均等物だ
けでなく、均等な構造物をもカバーすることを意図したものである。従って、上記の説明
は本発明の例示であって、記載される特定の実施形態に本発明が限定されるものとして解
釈されるべきではなく、記載された実施形態に対する修正は、他の実施形態に対するもの
も含めて、特許請求の範囲の記載に基づく発明の範囲内に含まれることが意図されている
ことが理解されよう。本発明は、特許請求の範囲の各請求項において定義され、該請求項
の等価物もそこに含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の実施形態に対応する無線通信端末装置の分解斜視図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態に対応するフラットパネル・スピーカーの平面図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態に対応するフラットパネル・スピーカーの底面図である。
【図２Ｃ】本発明の実施形態に対応するフラットパネル・スピーカーの側面図である。
【図３Ａ】、
【図３Ｂ】、
【図３Ｃ】、
【図３Ｄ】本発明の実施形態に対応する、典型的な平面アンテナとフラットパネル・スピ
ーカーのアセンブリの側面図である。
【図４Ａ】、
【図４Ｂ】、
【図４Ｃ】本発明の実施形態に対応する平面アンテナの典型的な周波数応答を示す、電圧
定在波比（ＶＳＷＲ）のシミュレーショングラフである。
【図５】、
【図６】本発明の実施形態に対応する、電子回路の典型的な構成要素と、構成要素と平面
アンテナ及びフラットパネルスピーカーの少なくともいずれかとの接続とを例示するブロ
ック図である。
【図７Ａ】、
【図７Ｂ】、
【図７Ｃ】本発明の実施形態に対応する、音声駆動回路とフラットパネルスピーカーとの
間の典型的な結合を例示するブロック図である。
【図８Ａ】平面アンテナと一体化される典型的なフラットパネル・スピーカーの平面図で
ある。
【図８Ｂ】図８Ａに示される平面アンテナと一体化される典型的なフラットパネル・スピ
ーカーの断面側面図である。
【図９Ａ】、
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【図９Ｂ】、
【図９Ｃ】、
【図９Ｄ】、
【図９Ｅ】典型的な、フラットパネル・スピーカーと平面アンテナとが一体化された基板
本体を示す断面側面図である。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図３Ｃ】 【図３Ｄ】
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【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５】

【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】
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【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図９Ｃ】

【図９Ｄ】

【図９Ｅ】
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